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町
政
を
問
う

一般質問
金　長　秀　範　議員‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 10
１．城里町内の「通学路における安全確保」について
２．城里町立小中学校への「製氷機」導入について
３．水道事業の経営状況と課題、対策等について

藤　咲　芙美子　議員‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 11
１．補聴器購入補助の拡充を
２．婦人科がん検診の拡充について
３．災害時の移動困難者の対策について

綿　引　静　男　議員‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 12
１．国保診療所について
２．消防団について

飯　村　　　栄　議員‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 13
１．空き家および所有者不明土地の解消について
２．学童保育の待機児童について
３．職員に対するカスタマーハラスメントの現状と対策
について

加藤木　　　直　議員‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 14
１．文書管理について
２．開発公社全般について

高　橋　裕　子　議員‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 15
１．ふれあいの船事業について
２．学校用品の購入場所について
３．不登校児童について
４．城里町のホームページについて

今回６名が質問し、今回６名が質問し、
その要約を掲載しました。その要約を掲載しました。

「町政を問う」の掲載記事は、質問者本人の「町政を問う」の掲載記事は、質問者本人の
寄稿によるものです。寄稿によるものです。

次ページからの、顔写真下のＱＲコードを
スマートフォンなどで読み込むと、一般質問
時の動画が視聴できます。
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城
里
町
立
小
中
学
校
へ
の
「
製
氷
機
」
導

入
に
つ
い
て

《
町
長
》
12
月
の
補
正
予
算
で
計
上
す
る
よ
う

指
示
す
る

金
か ね

長
な が

　秀
ひ で

範
の り

　議員

《教育長》	関係機関が責任をもって対策
	 を進める

城里町内の「通学路における
安全確保」について

こちらから
動画が視聴できます

金
長　
毎
日
通
学
に
寄

り
添
う
保
護
者
か
ら
、
通

学
路
安
全
面
で
の
切
実
な

要
望
を
受
け
た
が
、
現
状

や
対
策
は
。

教
育
長　

平
成
26
年
度
よ

り
「
城
里
町
通
学
路
交
通

安
全
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を
策

定
し
、
今
年
度
は
８
月
26

日
に
実
施
。
要
望
が
あ
っ

た
町
道
部
分
は
す
ぐ
に
改

善
作
業
を
行
っ
た
。
今
後

も
関
係
機
関
が
責
任
を
も

っ
て
対
策
を
進
め
る
。

金
長　
通
学
路
の
安
全

確
保
を
議
題
に
し
た
水
戸

市
の
「
中
学
生
安
全
サ
ミ

ッ
ト
」
や
ひ
た
ち
な
か
市

の
「
笑
顔
サ
ミ
ッ
ト
」
の

成
功
事
例
を
参
考
に
、
当

町
で
も
開
催
し
て
み
て
は

ど
う
か
。

教
育
長　

貴
重
な
ご
提
言

と
受
け
止
め
、
校
長
会
等

の
場
で
調
整
を
図
っ
て
参

り
た
い
。

金
長　
こ
こ
３
年
に
お

け
る
水
道
事
業
の
収
支
は
。

水
道
課
長　

令
和
３
年
度

決
算
は
約
69
万
円
の
利
益

で
し
た
が
、
令
和
４
年
度

決
算
は
約
４
８
７
万
円
の

損
失
、
令
和
５
年
度
決
算

は
約
１
，
５
２
５
万
円
の

損
失
と
な
っ
て
い
る
。

金
長　
赤
字
決
算
が
続

け
ば
今
後
ど
の
よ
う
な
影

響
が
生
じ
る
の
か
。

水
道
課
長　

補
填
財
源
と

な
る
手
持
資
金
が
減
少

し
、
老
朽
化
し
た
資
産
を

更
新
す
る
財
源
の
確
保
も

ま
ま
な
ら
ず
、
水
道
事
業

の
持
続
自
体
が
困
難
に
な

る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
。

金
長　
健
全
経
営
が
困

難
な
中
、
水
道
事
業
を
持

続
す
る
た
め
、
今
後
ど
の

よ
う
な
対
策
や
施
策
を
考

え
て
い
る
の
か
。

水
道
課
長　

城
里
町
水
道

事
業
運
営
審
議
会
を
立
ち

上
げ
、
広
域
化
の
勉
強
も

進
め
て
い
る
。

　

Ａ
Ｉ
を
活
用
し
た
漏
水

調
査
・
管
路
診
断
も
取
り

入
れ
、
有
収
率
の
向
上
な

ど
期
待
し
て
い
る
。

金
長　
水
戸
市
で
発
行

す
る
「
水
都
だ
よ
り
」
を

参
考
に
、
独
自
の
広
報
紙

の
検
討
や
各
種
公
式
Ｓ
Ｎ

Ｓ
等
を
活
用
し
、
積
極
的

な
情
報
発
信
・
情
報
公
開

に
努
め
る
べ
き
で
は
。

町
長　

水
道
課
と
下
水

道
課
の
一
本
化
や
広
域
化

な
ど
大
き
な
岐
路
に
立
っ

て
い
る
。
情
報
発
信
を
強

化
し
住
民
の
理
解
を
頂
き

な
が
ら
、
健
全
な
水
道
事

業
の
経
営
に
当
た
っ
て
参

り
た
い
。

金
長　
冷
水
は
子
供
達

に
と
っ
て
こ
の
危
険
な
暑

さ
か
ら
身
を
守
る
、
ま
さ

に
『
命
の
水
』。
児
童
生

徒
の
よ
り
安
全
な
学
校
生

活
に
資
す
る
た
め
、
健
康

や
命
を
守
る
素
材
と
し
て

の
活
用
の
た
め
に
も
、
町

内
す
べ
て
の
小
中
学
校
に

製
氷
機
の
導
入
を
お
願
い

し
た
い
。

町
長　

来
年
の
６
月
に

は
活
用
で
き
る
よ
う
、
12

月
の
補
正
予
算
で
計
上
す

る
よ
う
指
示
す
る
。

水
道
事
業
の
経
営
状
況
と
課
題
、対
策
等
に
つ
い
て

《
町
長
》
水
道
課
と
下
水
道
課
の
一
本
化
や
広
域
化
な
ど
大
き
な
岐
路

に
立
っ
て
い
る
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こちらから
動画が視聴できます

藤
ふ じ

咲
さ く

　芙
ふ

美
み

子
こ

　議員

補聴器購入補助の拡充を

《長寿応援課長》  時期尚早と考えている

藤
咲　

こ
れ
ま
で
３
回

の
補
聴
器
購
入
補
助
を
も

と
め
、
Ｒ
５
年
か
ら
当
町

で
も
１
万
円
の
補
助
制
度

が
開
始
さ
れ
、
25
人
の
方

が
利
用
し
て
い
る
。
全
国

で
２
８
６
自
治
体
に
広
が

っ
て
い
る
。
75
の
自
治
体

で
は
３
万
～
５
万
円
の
補

助
を
し
て
い
る
。
補
聴
器

購
入
補
助
の
拡
充
を
求
め

る
。

長
寿
応
援
課
長　

拡
充
に

つ
い
て
は
時
期
尚
早
と
考

え
て
い
る
。

藤
咲　

早
期
に
診
断

し
、
適
切
な
装
着
が
必
要

だ
と
専
門
家
も
言
っ
て
い

る
。
健
康
診
断
に
聴
力
検

査
の
導
入
を
求
め
る
。

健
康
福
祉
課
長　

病
院
へ

の
受
診
勧
奨
や
相
談
で
対

応
し
て
い
く
。

藤
咲　

が
ん
検
診
の
目

的
は
早
期
診
断
早
期
治
療

に
あ
る
。
婦
人
科
が
ん
検

診
の
受
診
率
の
目
標
水
準

は
50
％
に
対
し
当
町
の
受

診
率
は
10
％
台
だ
。
年
に

一
回
の
検
診
に
よ
っ
て
安

心
が
保
障
さ
れ
る
こ
と
が

第
一
だ
。
受
診
率
を
上
げ

る
対
策
は
。

健
康
福
祉
課
長　

イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
予
約
を
開
始

し
、
毎
年
婦
人
科
が
ん
検

診
の
推
奨
メ
ー
ル
を
出
し

て
い
る
。

藤
咲　

令
和
４
年
か
ら

婦
人
科
が
ん
検
診
が
値
上

げ
さ
れ
、
特
定
健
診
を
合

わ
せ
る
と
４
，
４
０
０
円

に
も
な
る
。
婦
人
科
が
ん

検
診
の
減
額
を
求
め
る
。

町
長　

近
隣
と
比
較
し

て
も
安
い
水
準
を
設
定
し

て
い
る
。

藤
咲　

災
害
時
に
、
避

難
所
ま
で
自
力
で
移
動
で

き
な
い
人
達
の
対
策
は
。

総
務
課
長　

希
望
者
か
ら

相
談
を
受
け
て
避
難
誘
導

班
の
職
員
が
送
迎
を
実
施

し
て
い
る
。
大
規
模
災
害

時
に
は
、
近
隣
の
方
や
自

治
会
、
自
主
防
災
組
織
、

消
防
団
へ
の
協
力
を
想
定

し
て
い
る
。

藤
咲　

障
害
者
及
び
医

療
ケ
ア
の
必
要
な
児
童
、

医
療
食
や
栄
養
剤
の
確
保

が
必
要
だ
。
吸
引
機
や
酸

素
が
必
要
な
子
ど
も
の
対

策
は
講
じ
て
い
る
の
か
。

健
康
福
祉
課
長　

対
象
児

童
の
把
握
は
障
害
者
手
帳

の
交
付
時
及
び
新
生
児
訪

問
時
に
把
握
し
て
い
る
。

災
害
時
の
支
援
は
保
護
者

と
相
談
の
上
個
別
に
対
応

し
て
い
く
。

藤
咲　

町
と
し
て
の
位

置
づ
け
は
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
か
。　

総
務
課
長　

要
支
援
者
の

同
意
を
え
て
事
前
に
情
報

を
提
供
す
る
こ
と
が
で
き

る
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て

い
る
。
今
後
同
意
を
取
る

こ
と
に
取
り
組
ん
で
い

く
。

婦
人
科
が
ん
検
診
の
拡
充
に
つ
い
て

《
町
長
》
近
隣
と
比
較
し
て
も
安
い
水
準
を
設

定
し
て
い
る

災
害
時
の
移
動
困
難
者
の
対
策
に
つ
い
て

《
総
務
課
長
》
大
規
模
災
害
時
に
は
、
近
隣
の

方
や
自
治
会
、
自
主
防
災
組
織
、
消
防
団
へ

の
協
力
を
想
定
し
て
い
る
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綿
わ た

引
ひ き

　静
し ず

男
お

　議員

《町長》	沢山歯科診療所の医療サービスがさらに向
上するよう運営者の公募を行っていきたい

国保診療所について

こちらから
動画が視聴できます

綿
引　

町
の
国
保
診
療

所
（
七
会
・
沢
山
）
の
決

算
を
見
て
み
る
と
合
計
で

年
間
約
９
，
０
０
０
万
円

の
実
質
的
な
赤
字
を
計
上

し
て
い
る
。

　
赤
字
解
消
に
は
ど
の
よ

う
な
こ
と
が
考
え
ら
れ
る

か
。
近
隣
の
市
町
村
の
取

り
組
み
状
況
は
。

町
長　

幾
つ
か
の
国
保

診
療
所
で
は
指
定
管
理
者

に
よ
る
運
営
が
行
わ
れ
て

い
て
、
指
定
管
理
料
が
０

円
、
あ
る
い
は
８
５
０
万

円
程
度
で
運
営
さ
れ
て
い

る
と
こ
ろ
が
あ
る
。

綿
引　
沢
山
診
療
所
で

は
今
年
度
で
歯
科
医
師
が

辞
め
る
と
聞
い
て
い
る
。

こ
れ
を
機
に
沢
山
診
療
所

の
運
営
体
制
を
見
直
す
こ

と
が
必
要
な
の
で
は
な
い

か
。

町
長　

ま
ず
は
、
指
定

管
理
者
と
し
て
民
間
の
歯

科
医
師
、
医
療
法
人
、
医

師
団
体
等
の
公
募
を
行
い

た
い
。

　

沢
山
診
療
所
の
廃
止
は

考
え
て
い
な
い
。
歯
科
医

療
サ
ー
ビ
ス
が
さ
ら
に
向

上
す
る
よ
う
公
募
な
ど
を

行
っ
て
い
き
た
い
。

綿
引　
住
民
が
安
心
し

て
生
活
で
き
る
医
療
体
制

の
構
築
、
そ
れ
を
目
指
し

た
沢
山
診
療
所
の
運
営
体

制
の
見
直
し
を
要
望
す

る
。

綿
引　

私
が
消
防
団
を

退
団
し
て
30
年
以
上
が
過

ぎ
て
い
る
が
、
常
北
地
区

の
消
防
団
の
施
設
は
当
時

と
あ
ま
り
変
わ
っ
て
い
な

い
よ
う
な
気
が
す
る
。　

　
常
北
地
区
は
城
里
出
張

所
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

飯
富
や
赤
塚
の
出
張
所
に

も
近
く
、
有
事
の
際
は
比

較
的
早
く
対
応
で
き
る
地

域
だ
と
思
う
。
こ
れ
ら
を

踏
ま
え
消
防
団
の
現
状
と

課
題
、
さ
ら
に
消
防
団
の

将
来
構
想
に
つ
い
て
説
明

を
求
め
る
。

町
長　

現
状
は
17
の
分

団
が
あ
り
団
員
数
４
４
０

人
、
実
人
数
４
１
１
人
で

充
足
率
93
．
４
％
と
な
っ

て
い
る
。

　

消
防
団
組
織
の
詰
所
や

器
具
置
場
、
消
防
車
両
等

に
つ
い
て
老
朽
化
が
課
題

と
な
っ
て
い
る
。

　

消
防
団
の
人
数
が
減
っ

て
い
く
中
で
い
か
に
効
率

的
な
組
織
を
作
っ
て
い
く

か
、
設
備
や
装
備
を
現
代

の
課
題
に
対
応
し
た
も
の

に
替
え
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

　

消
防
団
と
よ
く
協
議
し

な
が
ら
早
急
に
固
め
て
い

き
た
い
。
ま
ず
は
実
験
的

に
モ
デ
ル
的
な
事
業
を
行

い
、
そ
の
後
全
体
に
拡
大

し
て
い
く
よ
う
な
や
り
方

で
新
た
な
消
防
団
の
組
織

を
作
っ
て
い
き
た
い
。

綿
引　

夜
間
や
休
日
に

火
災
の
ス
ム
ー
ズ
な
情
報

の
伝
達
が
で
き
て
い
な
い

感
じ
が
す
る
。
状
況
を
説

明
し
て
ほ
し
い
。

総
務
課
長　

火
災
発
生
時

の
緊
急
放
送
や
防
災
無
線

の
使
用
に
つ
い
て
い
ろ
い

ろ
指
摘
を
受
け
て
い
る
。

機
器
の
設
定
の
確
認
と
マ

ニ
ュ
ア
ル
の
見
直
し
や
指

導
を
今
月
中
に
徹
底
す

る
。

綿
引　

住
民
が
安
心
し

て
生
活
で
き
る
た
め
に
、

効
率
的
で
か
つ
必
要
十
分

な
消
防
団
体
制
の
構
築
を

要
望
す
る
。

消
防
団
に
つ
い
て

《
町
長
》
新
時
代
に
対
応
し
た
消
防
団
の
在
り
方
に
つ
い
て
消
防
団
と

協
議
し
な
が
ら
早
急
に
固
め
て
い
き
た
い



しろさと議会だより　№8013
2024年11月

こちらから
動画が視聴できます

飯
い い  む ら

村　　栄
さかえ

　議員

空き家および所有者不明
土地の解消について

《町長》	先進的な制度を活用して、所有者不明土地の解消、
空き家対策、道路建設等に生かしていきたい

飯
村　

空
き
家
、
空
き

地
は
使
わ
れ
な
い
ま
ま
放

置
が
続
く
と
、
自
治
体
が

税
金
を
投
じ
て
老
朽
物
件

を
取
り
壊
さ
ざ
る
を
得
な

く
な
る
恐
れ
が
あ
る
。

　

建
物
の
劣
化
に
よ
っ

て
、
安
全
の
問
題
が
生
じ

る
場
合
も
あ
る
。

　
空
き
家
、
空
き
地
が
多

く
な
っ
た
地
域
は
、
治
安

や
地
価
へ
の
影
響
が
あ
る

と
様
々
な
問
題
を
生
ず

る
。

　
現
に
、
七
月
に
石
塚
に

お
い
て
空
き
家
火
災
が
あ

っ
た
。
空
き
家
、
空
き
地

に
つ
い
て
の
苦
情
も
聞
い

て
い
る
。

　
空
き
家
、
空
き
地
、
所

有
者
不
明
の
土
地
の
対
策

の
状
況
に
つ
い
て
伺
う
。

町
長　

第
一
次
、
第
二

次
空
き
家
等
対
策
計
画
を

策
定
し
、
種
々
な
空
き
家

対
策
を
行
っ
て
き
た
。
空

き
家
バ
ン
ク
の
登
録
に
よ

り
、
空
き
家
の
う
ち
17
件

の
売
却
に
成
功
し
て
い

る
。

　

全
く
買
手
が
つ
か
な

い
、
周
囲
に
迷
惑
な
空
き

家
は
、
国
土
交
通
省
の
補

助
を
生
か
し
、
解
体
を
促

進
し
、
居
住
環
境
の
整
備

に
努
め
、
人
口
増
加
、
税

収
増
加
に
つ
な
げ
て
い
き

た
い
。

飯
村　

公
共
の
用
の
た

め
に
は
、
以
前
と
比
べ
て

所
有
者
不
明
土
地
の
利

用
、
隣
地
に
お
け
る
竹
木

の
繁
茂
処
理
も
容
易
に
な

っ
て
い
る
の
で
紹
介
す

る
。

町
長　

地
域
福
利
増
進

事
業
で
は
、
所
有
者
不
明

の
土
地
の
利
用
も
容
易
に

な
っ
て
お
り
、
ま
だ
茨
城

県
内
で
の
利
用
実
績
は
あ

ま
り
な
い
が
、
先
進
的
な

制
度
を
活
用
し
て
、
所
有

者
不
明
土
地
の
解
消
、
空

き
家
対
策
、
道
路
建
設
等

に
生
か
し
て
い
き
た
い
。

飯
村　

カ
ス
タ
マ
ー
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
と
思
わ
れ
る

事
例
は
ど
の
く
ら
い
あ
る

の
か
。

町
長　

集
計
を
し
て
い

な
い
の
で
、
数
字
を
出
す

こ
と
が
で
き
な
い
。

飯
村　

今
後
の
対
応

は
。

町
長　

城
里
町
不
当
要

求
行
為
等
対
策
要
綱
の
周

知
徹
底
を
図
り
、
毅
然
と

し
た
対
応
を
し
て
い
く
。

そ
の
他
、
次
の
質
問
が
あ
り
ま
し
た

・
学
童
保
育
の
待
機
児
童
に
つ
い
て

職
員
に
対
す
る
カ
ス
タ
マ
ー
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
の
現
状
と
対
策
に
つ
い
て

《
町
長
》
要
綱
の
周
知
徹
底
を
図
り
、
毅
然
と

し
た
対
応
を
し
て
い
く
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加
か

藤
と う

木
ぎ

　直
ただし

　議員

《町長》	補助金なども有効活用し慎重に
検討していく

文書管理について

こちらから
動画が視聴できます

加
藤
木　

当
町
の
文
書
や

資
料
の
保
菅
は
ど
の
よ
う

に
さ
れ
て
い
る
か
。

総
務
課
長　

本
庁
舎
書

庫
、
桂
支
所
別
館
、
七
会

支
所
や
診
療
所
に
段
ボ
ー

ル
に
入
れ
平
積
み
さ
れ
て

い
る
。

加
藤
木　

こ
の
よ
う
な
状

況
で
町
民
か
ら
の
要
求
に

す
ぐ
対
応
で
き
る
か
。

総
務
課
長　

早
急
に
対
応

で
き
な
い
こ
と
も
あ
る
。

加
藤
木　

今
の
時
代
文
書

保
存
の
デ
ジ
タ
ル
化
は
必

須
で
は
な
い
の
か
。

町
長　

文
書
量
も
増
加

傾
向
に
あ
る
。
文
書
管
理

や
検
索
に
は
デ
ジ
タ
ル
化

が
有
効
と
考
え
る
。
慎
重

に
検
討
す
る
。

加
藤
木　

行
政
を
知
っ
て

い
る
退
職
者
や
再
任
用
の

方
に
お
願
い
し
、
進
め
て

は
ど
う
か
。

町
長　

補
助
金
な
ど
も

有
効
活
用
し
慎
重
に
検
討

し
て
い
く
。

加
藤
木　

ホ
ロ
ル
の
湯
の

指
定
管
理
料
５
，
８
０
０

万
円
か
ら
７
，
４
０
０
万

円
に
な
っ
た
説
明
を
伺

う
。

町
長　

３
月
末
の
時
点

で
債
務
超
過
と
な
り
そ
う

な
た
め
予
備
費
か
ら
執
行

し
た
。

加
藤
木　

予
備
費
を
使
用

す
る
に
あ
た
り
副
町
長
、

関
係
課
長
が
集
ま
り
協
議

は
し
な
か
っ
た
の
か
。
協

議
し
た
メ
モ
も
な
い
の

か
。

副
町
長　

協
議
し
て
い
な

い
と
記
憶
し
て
い
る
。

財
務
課
長　

私
に
は
予
備

費
を
使
う
旨
の
メ
モ
で
協

議
に
は
参
加
し
て
い
な

い
。

加
藤
木　

予
備
費
を
使
う

と
言
っ
た
の
は
ど
な
た

か
。

町
長　

事
前
通
告
に
内

容
が
な
く
、
経
緯
を
証
言

し
ろ
と
言
わ
れ
て
も
答
え

ら
れ
な
い
。
そ
れ
を
責
め

る
の
は
お
か
し
い
。

加
藤
木　

３
月
末
ぎ
り
ぎ

り
に
予
備
費
を
使
っ
て
執

行
。
議
会
に
は
８
０
０
万

円
使
用
の
報
告
な
し
。
今

後
、
決
算
時
に
は
予
備
費

の
使
用
内
訳
を
頂
き
た

い
。

加
藤
木　

決
算
書
の
経
常

費
用
で
人
件
費
、
材
料
費

な
ど
が
要
改
善
の
部
分
だ

と
思
う
が
見
解
を
伺
う
。

町
長　

各
部
門
別
の
原

価
計
算
を
指
導
し
て
い
る

と
こ
ろ
だ
。
中
小
企
業
診

断
士
に
お
願
い
し
改
善
計

画
を
い
た
だ
き
良
い
方
向

に
進
ん
で
い
る
と
こ
ろ

だ
。

加
藤
木　

コ
ロ
ナ
時
様
々

な
支
援
金
や
協
力
金
給
付

金
を
国
か
ら
頂
き
一
部
返

還
し
た
と
聞
い
た
が
本
当

か
。

町
長　

返
還
し
た
と
い

う
事
実
は
な
い
。

加
藤
木　

近
隣
企
業
で
不

正
受
給
の
問
題
が
あ
っ

た
。
再
度
見
直
し
を
し
て

い
た
だ
き
た
い
。

町
長　

し
っ
か
り
と
調

査
し
た
い
。

加
藤
木　

助
成
金
の
申
請

書
を
作
成
さ
れ
た
の
は
町

長
か
。

町
長　

事
務
局
長
が
作

成
し
提
出
し
た
。
す
ご
く

分
厚
い
書
類
で
目
を
通
す

こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
。

加
藤
木　

何
度
も
言
う

が
、
こ
の
施
設
は
多
く
の

方
が
働
い
て
い
る
の
で
健

全
経
営
を
お
願
い
し
質
問

を
終
わ
る
。

開
発
公
社
全
般
に
つ
い
て

《
町
長
》
改
善
計
画
に
よ
り
良
い
方
向
に
進
ん

で
い
る
と
こ
ろ
だ
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こちらから
動画が視聴できます

高
たか　はし

橋　裕
ゆ う

子
こ

　議員

ふれあいの船事業について

《教育長》	低学年の内から保護者に
	 伝えていく

高
橋　

参
加
状
況
と
不

参
加
理
由
を
伺
う
。

教
育
委
員
会
事
務
局
長　

参
加

１
０
５
名
、不
参
加
15
名
。

自
主
参
加
の
為
、
不
参
加

理
由
の
聞
き
取
り
は
行
っ

て
い
な
い
。

高
橋　

経
済
的
な
理
由

で
参
加
し
た
く
て
も
出

来
な
か
っ
た
と
の
話
を

聞
い
た
。
自
己
負
担
は

２
万
９
千
円
（
一
人
当
た

り
10
万
円
程
度
か
か
る
）。

お
小
遣
い
、
洋
服
な
ど
で

５
万
円
程
か
か
る
。
入
学

当
初
か
ら
月
々
千
円
の
積

み
立
て
は
出
来
な
い
か
。

教
育
委
員
会
事
務
局
長　

学
校

活
動
と
は
異
な
る
為
、
家

高
橋　

学
生
服
の
購
入

場
所
が
少
な
い
と
感
じ
る

が
。

教
育
長　

常
北
中
学
生
服

は
２
店
舗
、
セ
ー
ラ
ー
服

は
１
店
舗
。
ま
た
桂
中
は

来
年
度
入
学
よ
り
大
型
量

販
店
で
購
入
可
能
な
制
服

に
変
更
す
る
。

高
橋　

う
ぐ
い
す
の
ひ

ろ
ば
の
現
状
と
町
内
の
不

登
校
数
を
伺
う
。

教
育
委
員
会
事
務
局
長　

利
用

者
は
小
学
生
が
１
名
、
中

学
生
が
４
名
。

教
育
長　

昨
年
度
の
不
登

校
は
小
中
合
わ
せ
て
40
名
。

高
橋　

城
里
町
内
に
フ

リ
ー
ス
ク
ー
ル
が
１
つ
存

在
す
る
が
、
公
共
施
設
の

無
料
貸
し
出
し
は
出
来
な

い
か
。

町
長　

減
免
制
度
に
つ

い
て
今
後
整
備
し
て
い
く
。

高
橋　

フ
リ
ー
ス
ク
ー

ル
へ
通
う
費
用
の
補
助
金

は
、
都
内
で
は
２
万
円
、

茨
城
県
で
は
非
課
税
世
帯

対
象
で
１
万
５
千
円
の
助

成
が
あ
る
が
ど
う
考
え
る

か
。

高
橋　
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

の
費
用
は
。

ま
ち
づ
く
り
戦
略
課
長　

契
約

の
範
囲
内
と
な
り
、
新
規

費
用
は
発
生
し
な
い
。

高
橋　

税
金
の
流
れ
、

必
要
書
類
の
取
得
方
法
な

庭
内
で
の
積
み
立
て
が
最

良
で
あ
る
と
考
え
る
。

教
育
長　

低
学
年
の
内
か

ら
保
護
者
に
伝
え
て
い

く
。学

校
用
品
の
購
入
場
所
に
つ
い
て

《
教
育
長
》
桂
中
は
来
年
度
入
学
よ
り
大
型
量

販
店
で
購
入
可
能
な
制
服
に
変
更
す
る

不
登
校
児
童
に
つ
い
て

《
町
長
》
町
独
自
で
の
補
助
を
前
向
き
に
検
討
し
た
い

城
里
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
つ
い
て

《
ま
ち
づ
く
り
戦
略
課
長
》

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
の
新
規
費
用
は
発
生
し
な
い

町
長　

町
独
自
で
の
補

助
を
前
向
き
に
検
討
し
た

い
。

高
橋　

保
護
者
会
を
設

立
し
た
い
の
で
協
力
体
制

を
お
願
い
し
た
い
。

ど
、
だ
れ
が
見
て
も
解
る

よ
う
、
職
員
の
活
発
な
意

見
交
換
を
行
い
、
移
住
し

た
く
な
る
よ
う
な
リ
ニ
ュ

ー
ア
ル
を
期
待
し
て
い

る
。

●不登校児童の定
義とは

　何らかの心理的、情
緒的、身体あるいは社
会的要因・背景により
登校あるいはしたくと
も出来ない状態にある
為、年間30日以上欠
席した者のうち、病気
や経済的な理由による
ものを除いた者。

●フリースクール
とは

　何らかの理由で学校
に通うことが困難な子
供たちを対象に、学習
や活動体験、教育相談
などを行う民間の教育
施設のこと。


